令和２年度次世代人材プログラミングコンテスト実施業務委託　仕様書
１　業務の名称

　　令和２年度次世代人材プログラミングコンテスト実施業務
２　業務の目的

　　ＡＩやＩｏＴなどの科学技術が著しく進展し、第４次産業革命により我が国の産業構造は大きく変化しつつある。こうした中、本県の経済発展を支える上で重要な役割を担うＡＩ、ＩＣＴ人材の圧倒的な不足に対応するため、平成31年２月、静岡県では「ふじのくにＩＣＴ人材確保・育成戦略」を策定し、求められる人材を階層別に育成する施策を展開している。
　　このうち、将来本県の産業界を担っていく小学生、中学生及び高校生といった次世代人材を対象としたプログラミングコンテストを企画し、県内産業界と連携しながら実施する。
３　履行期間

　　契約締結日から令和２年12月25日（金）まで

４　業務の内容
（１）コンテストの企画
業務の目的を踏まえて、プログラミングコンテストを企画する。
	項　　　目
	内　　　　　　容

	開催時期
	○プログラミングコンテストは10月に実施する。

	作品テーマ
	○作品の募集に当たっては、自由度を持たせるため限定的なテーマを設定しない。

※但し、企画提案としてテーマ設定を希望する場合は、サブテーマ扱いとして内容を企画提案する。

	応募対象
	○小学生、中学生及び高校生が応募できるプログラミングコンテストとする。（部門別の設定）
○小学生部門はメンターの指導を受けた作品でも受け付ける。

○原則として、作品で使用する言語や機材は限定しない。

	県内企業との連携
	○副賞の提供や審査委員として参加、最終審査会での企業取組の紹介など、県内企業と連携して取り組む。

○産業界（県内企業）が多く参加できるよう工夫する。

	事務局業務①

（募集・受付）
	○審査委員会で決定した募集要項を基に作品を募集する。

○応募作品の受付及び応募者への連絡・調整は受託者が行う。

	事務局業務②

（問い合わせ対応）
	○コンテスト期間中におけるコンテストに関する問い合わせをメール（ＷＥＢフォーム可）や電話等で受付、対応する。


（２）審査委員会の設置
応募作品の審査を行う審査委員会を設置するとともに、審査会事務局業務を担当する。
	項　　　目
	内　　　　　　容

	審査基準案の作成
	○審査基準案を設定し、県と協議の上審査委員会で決定する。

	審査方法案の作成
	○審査方法（募集要項、応募作品の取り扱い、一次審査や最終審査といった審査の回数や審査内容など）と副賞の設定の案を作成し、審査基準案と同様に、審査委員会で決定する。

○小学生、中学生及び高校生の各部門は、最優秀賞、優秀賞、準優秀賞の３賞を設ける。

	審査委員の選定
	○学識経験者、製造業の企業経営者、ＩＴ企業関係者などからなる審査委員を選定し、県と協議の上決定する。

	審査委員会の開催
	○審査基準、審査方法等は事前に審査委員会で協議する。
○最終審査会の会場で審査委員会を開催し、受賞作品を決定する。
○審査委員会の資料作成、委員の日程調整等は受託者が行う。


（３）コンテストの告知

県内に広くコンテストの開催情報が伝わるよう告知する。なお、告知に当たっては、特にプログラミング技能に長けた子供達に情報が行き渡るよう工夫する。
	項　　　目
	内　　　　　　容

	チラシ・ポスター等

の作成・配布
	○コンテスト告知用のチラシ等を作成・配布する。

○その他考えられる広報媒体を利用して告知に取り組む。

	後援依頼の申請支援
	○総務省、内閣府等への後援依頼申請のための書類作成は受託者が行う。


（４）最終審査会の実施

最終審査会に適当な会場を確保するとともに必要な物品や人員を配置し、当日の最終審査会の運営を行う。
	項　　　目
	内　　　　　　容

	最終審査会の企画
	○作品について受賞者がプレゼンテーションする最終審査会を企画する。

○最終審査会にはプレゼンテーションする受賞者の作品体験ブースを設置する。

○希望する協賛企業にはブース出展できるスペースと長机等の必要な什器を提供する。

	会場の手配・設営
	○プレゼンテーションや受賞作品を発表するメイン会場を用意する。
○審査委員や来賓用の控室と審査委員会用の部屋をメイン会場とは別で用意する。
○メイン会場では、最終審査会で発表する作品の操作体験ブースを設置すること。各作品の概要（製作者、簡単な説明）がわかるようにする。

	人員の手配
	○司会者、受付、カメラ（写真及び動画）、会場内案内等の人員を配置する。

	機材の手配・記録
	○プロジェクターや音響設備、カメラ（記録用と会場投影用）など当日運営に必要な機材を手配、設置する。
○記録のため、写真撮影及び動画撮影を行う。

	参加者受付
	○事前に来場者を受付・管理し、当日の参加者の受付を行う。
○参加者は昨年度実績から200名以上を想定する。

	参加者アンケート

の実施
	○最終審査会への参加者向けに発表作品やコンテスト全般の意見、来年度以降の開催に関する意見を、アンケート等を通じて調査する。

	賞・副賞の受け渡し
	○賞（賞状等）と副賞を受賞者に授与する。
○当日手渡しが難しいものである場合は、後日確実に授賞者に渡るようにする。


（５）実績報告の作成

本事業の実績報告を作成する。
	項　　　目
	内　　　　　　容

	開催レポートの

作成
	○最終審査結果と当日の様子をまとめた開催レポートを作成する。

○開催レポートは当日の様子がわかりやすい内容とし、コンテスト用のＷＥＢサイトに動画や写真を含め掲載する。

○写真を掲載する場合は肖像権や個人情報に配慮（事前に承認を得る等）する。

	実績報告書の

作成
	○事業終了後、本事業全体の実施状況がわかる実施報告書を作成する。

○アンケート結果を集計、提出する。


（６）その他

受託事業者は、当委託業務と併せて委託業務以外の営業等の行為を行ってはならない。
